
市民ワークショップ議事要旨 グループ B 

10/21(土)14:30〜＠COCOTOMAラウンジ 

ファシリテーター：2名、参加者：8名 

 

＜次第２＞ワークショップ 

第一部：新しい市民会館で何をしよう？ 

紹介事業アイデア 育てる：デコレーション大作戦 

 集 う：トワイライトカフェ・プレミアムシート 

 知 る：図書室deライブ、苫小牧の味を守る会 

 関わる：DIY応援部 

【意見】 

トワイライトカフェ・プレミアムシート 

‧ カフェは良いと思うが、中高生は学校帰りに寄り道してはいけないのではないか。 

➡部活後にカフェに行くような時間はない。 

‧ 中心市街地から遠い場所にある学校の生徒は行けないだろう。 

‧ 高校生はよくイオンや駅などで過ごしているが、それ以外に時間をつぶす場所がないため、友達と集

まれるようなカフェがあると良い。 

‧ カフェがあると嬉しい。 

‧ 安くて行きやすいカフェがない。 

 

苫小牧の味を守る会 

‧ 各地域のコミュニティセンターや市民活動センター、高齢者福祉センターなどにも調理室はあるが、

その存在はあまり認知されていない。新しい施設の調理室は、市民活動のため、料理教室のためなど、

どのような活動のための室なのかをはっきりすると良いだろう。 

 

DIY応援部 

‧ 個人で用意するのは難しい専用の機械などは市民の需要があるだろう。 

‧ 例えば科学センターでも小学生を対象とした工作教室が開催されているが、各施設で個々に活動が行

われているように感じる。複合施設で互いの活動が交わるのは良いことだが、それぞれの地区で行わ

れていた活動が一施設で全て行えるかという問題がある。 

‧ 「DIY応援部」のような趣味を応援する事業があれば施設へ足を運ぶきっかけになる。年齢に関係なく

楽しめる趣味だと思う。 

‧ 友達同士でモノづくりができたら楽しそう。本棚を作りたい。 

‧ 小さな手芸やアクセサリー作りも楽しいだろう。 

 

図書室deライブ 

‧ 「図書室deライブ」は市立図書館とは別の新たな図書館を設置するような内容なのか。 

➡ちょっとした新聞を読めるスペースや読書コーナーを作ろうといった趣旨の内容であり、新たな図

書館を作るというわけではない。 

➡公演内容に沿った図書スペースを設置するといったイメージである。 

‧ 茅野市民館では美術展の展示内容にまつわる書籍を紹介しており、部門同士の相乗効果を生んでいる。 



 

その他意見 

‧ 新聞でホールの座席が 1.500席と 2-300席と報道されていたが、現在文化会館の 500席のホールや労

働福祉センターの 2 階を使用している市民にとっては利用しづらい規模であり、新しい施設から市民

の足が遠のくことが予想される。事業アイデアは面白いが、そもそもの施設に市民が来ないことには

絵空事になってしまうだろう。 

➡ホールの席数はまだ検討段階であり、そういった意見は真摯に受け止める。 

‧ 人が溜まるような場所は、不良の溜まり場になることも危惧され、自分だったら行きづらい。 

➡そうならないように市民の手で雰囲気づくりをしていくことが重要である。 

‧ 高齢者にとっては一日ずっと滞在できるような居場所が重要であり、現状だとココトマ以外に長時間

団らんできる場所はない。 

‧ 新たな施設には、既存の様々な施設の[飲食できる][入りやすい][バスの待ち時間をつぶせる]といっ

た良い部分を抽出して取り入れることが重要ではないか。 

 

  



第二部：活動に見合った場所を考えよう！ 

検討事業アイデア① DIY応援部

 

【意見】 

‧ 様々なサイズのものづくりが考えられ、小さなものであればカフェで作ることもできるだろう。（飯嶋） 

‧ 展示室の前でものづくりをし、作業の様子と作品が同時に見えれば人々の関心を集めることができる

だろう。 

➡展示室と工作室は合わせてもいいだろう。 

‧ 大きなものの制作や汚れる作業は屋外でもいいだろう。 

➡ベンチなど、施設に置くものを作っても良いだろう。 

‧ みんなで机を囲んで作業したい。 

➡ホワイエやロビーで大きなテーブルを囲むようなことも考えられる。 

‧ ロビーを開放的な空間にし廊下やオープンスペースと接続することで、別個に工作室などを設置せず

ともロビーで活動を行うことが可能になるだろう。 

‧ 中の様子が見えない囲われた場所には行きたいと思わないので、外から活動が見える明るい場所が望

ましい。 

➡危険な作業をする場合もあるので、ある程度仕切られた空間である必要もあるだろう。 

 ➡活動の内容によって見せる/閉じるのメリハリをつけることが必要だろう。 

‧ DIYは様々な人数規模・内容で行う活動であるので、場所、時間、あるいは木工科/機械科のように利

用を分けるのが良いだろう。 

➡時間割のようなもので、その時間に行われる活動の内容が事前にわかると良いだろう。 

➡定期的な活動以外にも、例えば新居を建てた人が記念に家具を作るなど、個人の記念日に予約して

モノづくりができるような仕組みがあっても良いだろう。 

‧ 音楽が流れるような明るい雰囲気の場所で、みんなでストラップ作りをしたい。  



検討事業アイデア② トワイライトカフェ・プレミアムシート 

 

【意見】 

‧ オープンテラスのカフェが考えられる。 

‧ 子連れの母親がママ友会をできるよう、キッズスペースの近くにカフェがあると良いのではないか。 

‧ 明るく、一人でも暇つぶしができるようなカフェが望ましい。 

➡ふらっと入りやすいというのは重要だろう。 

‧ ホワイエにある小さなスペースのカフェは、公演前に気持ちを作ることができて良いと感じる。 

‧ 苫小牧には入りやすい喫茶店が少なく、ファストフード店が選ばれがちである。 

‧ 時間を潰す目的でココトマやスターバックスといったカフェを利用する。 

‧ 単なるカフェでなく、本や新聞が読めるようなカフェが良いだろう。 

‧ 長時間滞在できるようなカフェは理想的だが、一部の人だけが長時間居座るような場所になってしま

う懸念もある。 

‧ 帯広の駅前のような、駅と様々な機能が接続しそれぞれの場所へついでで行けるような施設だと良い

だろう。ホールをついで利用するようなことも考えられる。 

➡カフェで公演に関する情報を発信し、ホールや展示などに足を運ぶような、カフェを発端とした市

民の動きが考えられる。 

‧ カフェは本を置いたり雑貨を展示するなど、他の活動と組み合わせることが容易であり、そうするこ

とでより良い活動が生まれると考えられる。 


